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　近年，堆積物の年代決定に広く用いられてきたルミネッセンス年代測定法を，断層物質を用いた地震イベン

トの直接年代測定に適用する試みが進められている（例えば雁澤ほか, 2013）．これは，地震性断層運動に伴

う物理的な刺激によって，鉱物中に蓄えられた放射線損傷（蓄積電子）がリセットされるという考えに基づい

ている．地震時の断層内部では熱，破砕・摩擦などの物理的な刺激が生じるが，前者については摩擦発熱が約

300 ℃を超えると光刺激ルミネッセンス（OSL）信号がリセットされることがわかってきている（Oohashi et

al., 2017）．一方で，破砕や摩擦でも蓄積電子の減少が起こるのならば，ゆっくりとした断層運動でも年代値

の若返りが起こることになり，リセットイベントを単純に地震性断層運動に帰すことができない．本研究で

は，低〜中速剪断に伴うOSL信号の変化を捉えることを目的とし，石英粉末を用いた摩擦実験を行った． 

　実験には回転剪断式摩擦試験機を用い，粒径150 μm以下に調整した重量1 gの石英粉末に対し，(1) 垂直応

力と変位速度を1 MPa，200 μm/sに固定し，変位量を変化させた実験群と，(2) 垂直応力と変位量を1

MPa，10 mに固定し，すべり速度を変化させた実験群を行った．実験後の試料は，粉砕の影響が無視できる

75〜150 μm（以下粗粒）と75 μm以下（以下細粒）の粒径画分にふるい分けを行い，それぞれOSL測定を

行った． 

　測定の結果，変位量を変化させた実験群では，粗粒，細粒ともに変位量の増大に伴う明瞭な信号変化は認め

られなかった．一方ですべり速度を変化させた実験群では，特に細粒試料において速度の増加に伴う信号強度

（Lx/TxおよびFast〜Medium成分）の増大が認められた．実験後の細粒試料の比表面積測定を行ったとこ

ろ，信号変化のなかった実験群からも表面積の増大（細粒化）が認められており，粉砕そのものが信号強度を

増加させているわけではない．中山（2006）は，摩擦接触点から電子等が放出されるトライボエミッション

を報告しており，その放出量はすべり速度とともに増加する．これらの結果を併せると，細粒試料で認められ

たすべり速度の増加に伴う信号強度の増大は，粉砕によって生じた新生界面にトライボエミッションによって

放出された電子が不安定な形でトラップされたものと解釈できる． 
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